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…編集後記…一･･

ψ地質ニュｰス500号記念号をお届けします.口絵

にもありますように地質ニュｰスの歩んできた来し

方を考えますと,編集にたずさわった諸先輩はもと

より著者の方々･読者の方々皆々様のご協力の賜物

であるという感を深くします.

ψ地質ニュｰス発行の大きな目的の一つは,地質調

査所の研究について広く知っていただこうとするも

のですが,同時に地質調査所そのものについても読

者のみなさまに広く矢口っていただきたいと思ってい

ます.そういうわけで今月号の特集は｢地質調査所

とは?｣という題でお送りします.地質調査所の現

状について理解を深めていただければと思います.

ψさて,本特集のもう1つの狙いは地質調査所の将

来像を描く縁になればということです.現在地質調

査所の機構改編に向けて議論百出の状況です.所内

外からの提言に対して,また時代の要請に答えて21

世紀の地質調査所はどうあるべきかを私達ひとりひ

とりが考えるべき時でもありましょう.佐藤所長か

らは将来の地質調査所像について特別寄稿をいただ

きました.あわせてみなさまの参考になれば幸いで

す.

ψ地質ニュｰス500号発行に際して,地質調査所OB

の大嶋和雄氏に巻頭エッセイで祝辞をいただきまし

た.また,地質ニュｰス創刊の頃から長年にわたっ

て地質ニュｰス編集に携わっていただいた唐山禎子

氏にはその創刊の頃について貴重な写真とともにご

紹介をいただきました.

ψ平成7年度の地質調査所所長賞を受賞さ九た地球

化学グルｰプの標準資料についての紹介を今井登

氏にお願いして寄稿していただきました.まさに地質

調査所が研究組織として行うべき地道でありますが

重要な研究が受賞されたことは喜ばしいことです.

命さて,先年度は地質ニュｰスの一層の発展を期し

て,様々な改善策を論議してまいりました.編集委

員会の改組など一部は実行いたしましたが編集･印

刷についての具体的な取り組みは,諸種の事情から

残念ながら実施にいたりませんでした.今年度はそ

.の具体化に向けて早めに進捗させたいものです.

今なお,本年度より編集委員長が交代します.地質

調査所では,広報･情報化に対応して統括調査官制

度を導入し､より一層情報の発信に力を入れようと

しております.地質ニュｰスの編集も同調査官室で

行うこととなりました.皆様方の今までの御協力を

感謝するとともに,新たな編集委員会に更なる御助

力をお願いいたします.
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